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【図１】都立明治公園 案内図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図２】都立明治公園 提案対象区域平面図 
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【図３】都立明治公園 ゾーニング図 

 
                     
【図４】都立明治公園 イメージ図 
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 隣接する新国立競技場や日本ス

ポーツ協会・日本オリンピック委員

会新会館等のみどりと一体となった

空間とするとともに、神宮外苑から

新宿御苑の一帯の緑地を構成し、未

来に継承される杜として、地域に適

した植物からなる樹林を創出するゾ

ーン 

●都心部にある貴重な緑空間とし

て、多様な生物の生息・生育空間

に配慮するとともに、ヒートアイ

ランドなどの熱環境の改善に貢献

する。 

●散策や休憩などを楽しんだり、杜

づくりに携わることを通じて、緑

や歴史を身近に感じられる憩いの

場とする。また、起伏を活かし、

新国立競技場や神宮外苑等のまと

まった周辺施設の緑と連続した景

観を形成していく。 

●公園と隣接する公開空地等との調

和や緑の連続性、利用の一体性を

確保するとともに、周辺施設と連

携して運営していく。 

※周辺施設は、完成イメージであり、実際のものとは異なる場合があります。 

 新国立競技場や神宮外苑とま

ちを結ぶエリアとして、交流施設

やイベント等を通じて人々が交流

することで利用の回遊性を高め、

賑わいを創出し、まちに活力を生

み出すとともに、渋谷川が流れて

いた歴史を感じることができるゾ

ーン 

●地域に暮らす人々と周辺施設へ

の来訪者との新たな交流やつな

がりが生まれる場となるよう、

イベントスペース等として活用

可能な広場機能を持たせる。 

●かつての渋谷川の記憶を伝え、

広場と一体となった誰もが親し

める水景観を形成する。 

●多くの人が集い楽しめるよう、

民間ならではの新しい発想を積

極的に取り入れ、時代に即した

多様なニーズに対応したにぎわ

い施設を整備する。 

豊かなみどりの 

ゾーン 

にぎわいと交流のゾーン 
豊かなみどりのゾーン 
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【図５】都立明治公園 イメージ図 

  
 
【図６】都立明治公園 デッキ・高木位置図 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※新国立競技場については完成予想イメージであり、実際のものとは異なる場合があります。 
新国立競技場に係る部分については、大成建設・梓設計・隈研吾建築都市設計事務所共同企業体が作成した 
完成予想イメージパースについて、独立行政法人日本スポーツ振興センターから提供を受け、 
それを元に東京都建設局が作成したものです。 
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【図１】都立代々木公園 案内図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図２】都立代々木公園 提案対象区域平面図 
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【図３】都立代々木公園 ゾーニング図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図４】都立代々木公園 イメージ図 

 

水道局施設（予定） 

※今回の提案対象区域には入りません。 

提案対象区域 

 

雑木林と 

ヒーリングガーデンのゾーン 

みどりと集いのゾーン 

代々木公園の豊かな緑がまちの中に浸みだ

していく空間とし、周囲のまちに溶け込み、

公園が潜在的に有する多面的な機能を発揮

させることにより様々なニーズに対応し、

人が集う賑わいの場を形成するゾーン 

●のびのびと育つ木々の下でくつろいだ

り、イベント等を楽しんだりできる開放

的な集い空間を創出する。 

●民間ならではの新しい視点を取り入れ、

原宿と渋谷の賑わいを結びつけ、多様な

人々が集い、交流を生み出す、緑の中で

誰もが心地よく過ごせるオープンスペー

スにふさわしい施設を整備する。 

●原宿駅からの顔となるエントランスを整

備し、公園への利用動線を確保するとと

もに、既存の公園の回遊性を高める。ま

た、周辺からの公園全体の視認性に配慮

し、まちに開かれ、豊かな緑に彩られた

魅力的な景観形成を図る。 

雑木林と 

ヒーリングガーデンのゾーン 

みどりと集いのゾーン 

水道施設と共存し、質の高い緑や

景観を創出し、オフィスと住宅が

混在する隣接市街地に配慮した落

ち着きのあるゾーン 

●季節の移り変わりの花々や木々

の息吹などを体感でき、歩いた

り、眺めたり、ゆったりできる

小庭園を思わせるような魅力的

で気品のある「癒しの空間」と

する。 

●ゾーン外周は散策や休憩などに

利用できる空間を創出し、樹木

の組合せで緑に厚みを持たせる

とともに、敷地高低差のバリア

フリーに配慮したエントランス

を整備し、人が集う場所として

渋谷駅から公園への利用動線を

確保する。 

※今回の提案対象区域には入りません。 
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【図５】都立代々木公園 イメージ図 
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